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■　特集「NTLと体験学習／組織開発」












時はbasic skills trainingと呼ばれた）を開催した。それが“National Training 
Laboratory for Group Development”と名付けられた。翌年にもこのトレーニ
ング・ラボラトリーが開催され、その実施機関がメンバー制の組織である”
National Training Laboratory for Group Development”（後に“NTL Institute 
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for Applied Behavioral Science”に名称変更、以下NTLと記す）である。設立
当初は、白人男性で大学に所属する研究者が多かった。Douglas McGregor、










（2）NTL Festival in Japanの概要
NTL Festival in Japanの１日のスケジュールを表１に示した。NTLメンバー
からのビデオ・メッセージ、参加者同士の対話の時間からプログラムが構成さ
れていた。
表１．NTL Festival in Japanのスケジュール
2019.10.20（日）　南山大学D51教室にて






















































るために日々活動しています。そして、ジャーナルJABS（Journal of Applied 
Behavioral Science）を発行することを通じて、研究成果を公表しています。





























次に、NTLメンバーであり、“NTL Handbook of Organization Development 
and Change”の編者であるBrenda Jones氏からのメッセージが紹介された。
Brenda氏は2012年２月に来日し、６日間の合宿講座「組織開発の理論と実践







































































































































































伝えた（企画当日は、2019年度にNTL OD certificate programを修了した、永
石信氏によって説明がなされた）。



























表２．NTL OD certificate programの構成（2019年)
ステップ トレーニング・プログラムの名前
前提条件 Human Interaction Laboratory ヒューマン・インターラクション・
ラボラトリー（Ｔグループ）
ステップ１ Theory and Practice in OD 組織開発の理論と実践
ステップ２
（１つ選択）
Critical First Steps in OD






















Facilitating and Managing Complex 
System Change
Leading Organizational Change
複雑なシステムの変革をファシリテ
ートしマネージする
組織の変革をリードする
－9－
NTLが直面して模索しているように、時代に適応する形で新しいチャレンジ
を試行していくこと、この両方が本センターにとっても重要であろう。
－10－
